
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
Vol.5 

2020年 10 月 1 日 

総明会広報委員会 

『Ｍ』編集部会 

1 

 「体験型      ゲーム」 仕掛人の流儀 

2015年明治高校卒（男

子硬式テニス部）。現

在、明大院先端数理科

学研究科。 

2015年明治高校卒（男

子硬式テニス部）。現

在、明大院先端数理科

学研究科。 

猿楽町時代は、ピロティにひしめ

く露店など、部活動単位の企画が中

心だった紫紺祭。20 代・30 代の卒業

生には、クラス単位の企画と言えば、

お化け屋敷「勉蔵始めました」を思い

出す、という方も多いのでは。 

調布移転後、高校の各クラスが企

画を競うようになると、お化け屋敷

やゲーム・縁日などに加え、新たな趣

向が次々と登場。近年流行している

のが、「体験型脱出ゲーム」だ。 

2018 年には、計 3 クラスがこの企

画に挑んだほど。ブームの火付け役

となった、2015 年卒の 2人に聞いた。 

二
〇
一
四
年
の
紫
紺
祭
で
、
革
命

的
な
催
し
物
に
挑
ん
だ
ク
ラ
ス
が
あ

っ
た
。
高 

Ｂ
、
二
八
名
の
理
系
ク
ラ

ス
（
担
任
・
西
村
英
之
先
生
）。
今
で

は
定
番
企
画
の
一
つ
と
な
っ
た
「
体

験
型
脱
出
ゲ
ー
ム
」
を
、
初
め
て
実
施

し
た
の
で
あ
る
。「
体
験
型
脱
出
ゲ
ー

ム
」
は
、
二
〇
〇
七
年
に
誕
生
し
、
今

や
全
国
規
模
で
展
開
さ
れ
る
体
感
型

イ
ベ
ン
ト
。
参
加
者
は
、
力
を
合
わ
せ

て
謎
を
解
き
、
特
定
の
部
屋
や
状
況

か
ら
脱
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

高 

Ｂ
の
企
画
し
た
「
大
脱
出

T
H

E
A

T
E

R

」
は
、
三
ス
テ
ー
ジ
に
分

か
れ
、
参
加
者
は
用
意
さ
れ
た
六
セ

ッ
ト
の
問
題
の
う
ち
一
セ
ッ
ト
を
与

え
ら
れ
る
。
ス
テ
ー
ジ
１
と
ス
テ
ー

ジ
２
は
映
像
か
ら
出
題
さ
れ
、
最
終

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
図
書
館
風
の
内
装

部
分
に
進
む
。
参
加
者
は
一
〇
人
程

度
で
一
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
約
一
五

分
間
で
出
演
者
を
脱
出
さ
せ
る
と
い

う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
与
え
ら
れ
た
。 

 

「
体
験
型
脱
出
ゲ
ー
ム
」
に
は
、
参

加
者
を
と
り
こ
に
す
る
物
語
性
と
、

彼
ら
を
う
な
ら
せ
る
問
題
が
必
要

だ
。
そ
れ
を
文
化
祭
で
実
施
す
る
こ

と
が
如
何
に
難
し
い
か
想
像
に
難
く

な
い
だ
ろ
う
。
仕
掛
人
は
、
山
田
豊
大

と
石
曽
根
毅
。
山
田
が
姉
か
ら
「
体
験

型
脱
出
ゲ
ー
ム
」
の
話
を
聞
き
、
立 

案
し
た
こ
と
が
発
端
と
な
っ
た
。 

「
実
は
提
案
し
た
時
は
、
ま
だ
本
物

の
体
験
型
脱
出
ゲ
ー
ム
を
僕
自
身
体

験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で
す
」
。 

山
田
を
は
じ
め
、
ク
ラ
ス
全
員
が

未
経
験
者
。
し
か
し
、
多
く
の
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
が
、
こ
の
今
ま
で
に
な
い
企

画
を
支
持
し
て
く
れ
た
。
そ
う
語
る

山
田
の
顔
は
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
だ
。 

物
語
や
内
装
を
山
田
が
、
出
題
を

石
曽
根
が
リ
ー
ド
。
初
め
て
九
月
に

開
催
さ
れ
た
こ
の
年
の
紫
紺
祭
。
夏

休
み
を
か
け
て
、
入
場
者
へ
の
説
明
・

出
題
用
の
映
像
を
撮
る
。
編
集
は
山

田
が
自
宅
で
行
な
っ
た
。
一
方
、
も
と

も
と
謎
解
き
が
好
き
だ
っ
た
石
曽
根

は
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
や
暗
号
解
読
の

問
題
を
、
一
〇
〇
問
以
上
作
っ
た
。

「
脱
出
成
功
率
は
一
二
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
」
と
ほ
く
そ
笑
む
顔
に
、
出
題

者
の
勝
利
が
に
じ
み
出
る
。 

「
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
、
参
加
者
に 

ヒ
ン
ト
を
出
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
入

れ
替
え
の
準
備
を
し
た
り
と
、
大
忙

し
で
し
た
」
と
い
う
二
人
の
話
か
ら
、

全
員
が
協
力
し
て
成
功
を
収
め
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
開
催
当
日
は
大

人
気
。
待
ち
時
間
も
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
と
、
急
遽
お
試
し
問
題

も
用
意
し
た
。
四
回
来
た
リ
ピ
ー
タ

ー
も
い
た
そ
う
だ
が
、「
そ
の
た
び
違

う
問
題
を
出
し
ま
し
た
」
と
、
石
曽
根

は
余
裕
の
表
情
だ
。 

先
駆
者
の
二
人
に
、
今
後
紫
紺
祭

で
「
体
験
型
脱
出
ゲ
ー
ム
」
を
企
画
す

る
後
輩
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
る
と
、
山
田
は
「
映
像
を
使
っ
た
説

明
や
出
題
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
説
得

力
が
違
い
ま
す
」
と
力
説
。
ま
た
文
化

祭
で
は
、
回
転
率
の
問
題
で
、
制
限
時

間
二
〇
分
が
限
界
だ
と
い
う
。
石
曽

根
は
「
一
度
解
い
た
問
題
が
、
他
の
問

題
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
、
伏
線

を
は
り
め
ぐ
ら
せ
る
と
さ
ら
に
面
白

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
経

験
を
振
り
返
る
。
文
化
祭
で
は
、
ル
ー

ム
型
に
加
え
、
ボ
ッ
ク
ス
型
と
い
う

形
式
も
増
え
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

「
僕
た
ち
が
や
っ
て
い
た
も
の
よ
り

面
白
く
な
っ
て
い
た
ら
嬉
し
い
」
と
、

二
人
は
今
後
の
「
体
験
型
脱
出
ゲ
ー

ム
」
企
画
に
期
待
を
寄
せ
た
。 

（
担
当
：
林
田
） 

  

 

山田  大 
 

石曽根 
 

毅 豊 

▲ 紫紺祭当日の 

高ⅢB（当時） 

 

 

 

Ⅲ 

Ⅲ 

小林麻衣さん 
INTERVIEW 

◆
短
期
大
学
二
年
生
の
小
林
さ

ん
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
短
大
に
？ 

  

も
と
も
と
、
伝
統
的
な
木
造
建

築
の
分
野
に
進
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
ぴ
っ
た
り
の

進
学
先
が
見
付
か
ら
ず
…
…
。
だ

か
ら
そ
も
そ
も
、
進
学
は
せ
ず
に

就
職
す
る
つ
も
り
で
し
た
。
そ
ん

な
時
、
母
が
「
人
に
関
わ
る
お
仕

事
に
つ
い
て
学
べ
る
と
こ
ろ
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
。 

旅
行
も
好
き
だ
っ
た
の
で
、
エ

ア
ラ
イ
ン
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
た
だ
就
活
の
こ
と
も
考
え
、

エ
ア
ラ
イ
ン
の
専
門
学
校
よ
り

も
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
る
短
大

を
選
択
。
現
実
を
直
視
し
、
何
が

最
善
な
の
か
を
考
え
て
、
行
動
し

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆
短
大
で
は
ど
ん
な
勉
強
を
？ 

  

接
客
業
に
特
化
し
た
短
大
で
、

マ
ナ
ー
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

中
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。
私
は
、

ホ
テ
ル
・
エ
ア
ラ
イ
ン
業
界
に
つ

い
て
学
べ
る
国
際
観
光
コ
ー
ス

を
選
び
ま
し
た
。
秘
書
・
事
務
ス

タ
ッ
フ
や
、
英
語
を
使
う
仕
事
を

目
指
す
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

航
空
・
旅
行
業
界
で
は
、
語
学

力
や
接
客
マ
ナ
ー
が
求
め
ら
れ

る
の
で
、
そ
の
辺
り
を
重
点
的
に

履
修
し
ま
し
た
。 

 

明治中高を卒業後、短大進学という道を選んだ小林さん。

進路選択や、高校時代の積極的な学外活動について、話を

聞く中で、「自分らしく」という、1本の軸が見えてきました。 
 

4 

◆
「
エ
ア
ラ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
」「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
入
門
」
…
…
。

科
目
名
を
見
る
だ
け
で
も
、
実
践

的
で
面
白
そ
う
で
す
ね
！ 

 

実
習
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
年
次
に
は
航
空
系
企
業
の
訪

問
。
二
年
次
に
は
三
泊
四
日
で
グ

ア
ム
に
行
き
、
日
本
と
海
外
の
ホ

テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
の
違
い

を
肌
で
感
じ
る
機
会
も
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
方
々
を
対
象
に
、
上

野
・
浅
草
で
観
光
案
内
の
英
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
も
し
ま
し
た
。 

 

◆
二
年
間
だ
か
ら
密
度
が
濃
い

で
す
ね
！ 

い
ま
、
進
路
選
択
を

ど
う
振
り
返
り
ま
す
か
？ 

 

大
事
な
の
は
、
ど
ん
な
選
択
を

す
る
か
で
は
な
く
、
自
分
が
選
択

し
た
道
を
、
強
く
生
き
ら
れ
る
か

ど
う
か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
原
動
力
と
な
る
の
は
、
親
・
先

生
・
友
達
の
助
言
で
は
な
く
、
な

ぜ
そ
の
選
択
を
す
る
の
か
、
ど
う

し
た
い
の
か
を
自
分
に
問
う
て
、

出
し
た
答
え
。
自
分
で
心
か
ら
納

得
し
た
か
ら
こ
そ
、
進
ん
だ
道
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆
「
自
分
ら
し
く
」
と
い
う
、
ぶ

れ
な
い
軸
が
あ
る
の
で
す
ね
。
明

校
時
代
も
、
新
し
い
世
界
へ
積
極

的
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
と
か
。 

自
分
ら
し
く
、
学
外
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
例

え
ば
、
高 

で
入
っ
た
地
元
の
御

囃
子
。
五
人
囃
子
は
、
と
ん
び
（
篠

笛
）
、
調
べ
（
締
め
太
鼓
）
の
真
（
低

音
）
と
流
れ
（
高
音
）、
大
胴
（
鋲

留
め
太
鼓
）、
四
助
（
鉦
）
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
主
に

「
流
れ
」
と
「
四
助
」
を
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
踊
り
で
「
ひ
ょ
っ
と

こ
」
も
少
し
か
じ
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆
学
校
外
で
も
、
大
規
模
な
文
化

祭
の
よ
う
な
も
の
に
関
わ
っ
て

い
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

 

高 

の
時
に
は
、
学
校
の
枠
を

超
え
た
総
合
文
化
祭
の
実
行
委

員
会
で
活
動
し
ま
し
た
。
バ
ン

ド
・
ダ
ン
ス
等
の
出
演
者
に
加

え
、
企
画
・
運
営
も
全
て
高
校
生
。

著
名
人
を
ゲ
ス
ト
に
呼
ん
だ
り

も
し
ま
す
。
私
は
渉
外
部
門
で
、 

 

企
業
に
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
つ
つ
、

ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
交
渉
す
る
仕
事
で
し
た
。

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
し
、
人

と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
だ
と
再

認
識
す
る
場
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

◆
自
分
は
中
高
の
頃
、
学
校
が
生

活
圏
の
全
て
だ
っ
た
の
で
、
そ
の

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
は
す
ご
い
な
と
。 

  

全
然
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す

よ
～
。
同
級
生
に
も
、
高
校
の
頃

か
ら
音
楽
制
作
ソ
フ
ト
で
作
曲

を
し
て
、
今
は

Y
o
u

T
u

b
e

で
公

開
も
し
て
い
る
友
達
が
い
た
り
、

学
外
に
活
躍
の
場
を
広
げ
る
人

は
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

  

マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
が
、

「W
e
 a

re
 a

ll o
f u

s
 s

ta
rs, a

n
d

 

w
e
 d

e
se

rv
e
 to

 tw
in

k
le

.

」
と
言

っ
た
よ
う
に
、
誰
も
が
素
敵
な
能

力
・
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
私

も
、
誰
か
が
決
め
た
常
識
の
中

で
、
自
分
を
否
定
し
苦
し
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
自
分
を

認
め
愛
す
る
こ
と
で
、
強
く
な
り

ま
し
た
。
以
前
の
私
と
同
じ
よ
う

な
境
遇
の
方
が
い
た
ら
、
そ
の
人

に
は
、
も
っ
と
自
分
を
愛
し
て
ほ

し
い
、
誰
よ
り
も
自
分
自
身
の
味

方
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

（
担
当
：
坂
本
・
井
畔
・
三
浦
） 

Ⅰ 

Ⅲ 

▲ 山車の上にて。祭囃子演奏中。 
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『Ｍ』 編集部会メンバー 
 
〇 林田こずえ 2011年卒 

● 高橋 凌士 2011年卒 

〇 三浦 直人 2011年卒 

● 朝倉 貴紀 2012年卒 

〇 土屋  弦 2014年卒 

● 岩田 澪夏 2015年卒 

〇 坂本 駿太 2015年卒 

● 塩出 研史 2015年卒 

〇 垣 日菜子 2016年卒 

● 髙波 茉生 2016年卒 

〇 井畔杏里紗 2018年卒 

● 小林 麻衣 2019年卒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
マスクで言葉が生徒に伝わらない。

聞き返されたり、専門用語を間違え

てノートにとる子も。(教員) 

 

 
動画生配信授業だが一方的

なかたちに……。課題や教

材は郵送。(塾講師) 

 

 
始めたいのに募集して

ないって。(学生) 

 

 
当初目指していた業界や、内定をいた
だいている業界について、コロナの影響
をいろいろ考え、迷ってしまう。(学生) 
 

 

 

 

私のゼミは Web

会議ツールを使っ

ての発表形式だっ

たけど、録画授業

のところもあった

らしい。 

先生方も対応が難

しいんやな。 

(文系学生)  

 

 

リモート面接での

目線はどこが正

解？(社会人) 

 

2 ★いずれも、『Ｍ』編集部会メンバーの体験談より。（担当：井畔） 

一時期、図書館が閉まった

のは痛かった。ふと思いつ

いた時に調べものができな

いのがなあ……。(院生) 

 

明
大
入
学
は
一
九
七
四
年
。
学

生
運
動
の
最
後
の
頃
で
、
立
看
板

や
学
生
集
会
を
遠
巻
き
に
見
て

い
ま
し
た
。
大
一
の
一
一
月
く
ら

い
に
、
授
業
料
値
上
げ
の
話
が
出

て
、
学
生
運
動
側
が
反
発
。
徐
々

に
エ
キ
サ
イ
ト
し
て
、
バ
リ
ケ
ー

ド
を
作
っ
た
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿

で
講
義
に
な
だ
れ
込
ん
で
き
た

り
。
一
二
月
初
旬
頃
、
大
学
側
が

キ
ャ
ン
パ
ス
を
「
ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト
」。
授
業
・
期
末
試
験
が
中
止 

に
な
り
ま
し
た
。
代
わ
り
に
レ
ポ
ー
ト
一
三
科
目

分
の
束
が
送
ら
れ
て
き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

高
校
卒
業
式
は
縮
小
開
催
。
外

部
の
方
は
入
れ
ず
、
極
力
し
ゃ
べ

ら
な
い
と
い
う
か
た
ち
で
し
た
。

保
護
者
も
生
徒
一
人
に
つ
き
一

人
と
決
ま
っ
て
い
て
。
式
後
の
卒

業
パ
ー
テ
ィ
ー
も
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
明
大
の
入
学
式
（
両
国

国
技
館
）
も
中
止
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

は
全
て
ウ
ェ
ブ
開
催
。
シ
ラ
バ
ス

や
資
料
を
自
力
で
解
読
す
る
の

が
大
変
で
し
た
。 

授
業
は
資
料
提
示
型
・
動
画
配
信
型
・
リ
ア
ル

タ
イ
ム
型
と
三
種
類
あ
り
ま
す
が
、
自
分
は
動
画

配
信
型
が
多
い
で
す
ね
。
指
示
に
従
っ
て
課
題
を

提
出
。
先
生
が
学
生
の
意
見
に
反
応
し
て
下
さ
る

授
業
だ
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
や
す
い
で

す
ね
。
語
学
の
先
生
がZ

o
o
m

で
、
学
生
の
自
己

紹
介
や
グ
ル
ー
プ
活
動
の
時
間
を
作
っ
て
下
さ

り
、
ク
ラ
ス
に
友
人
も
出
来
ま
し
た
。
実
際
に
対

面
で
会
え
た
人
も
い
ま
す
。 

た
だ
一
方
で
、
先
生
の
顔
を
知
ら
ず
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
授
業
も
。
体
育
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

縄
跳
び
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
筋
ト
レ
の
三
種
類
か
ら

選
び
、
二
週
に
一
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
形
式

で
す
。
テ
ス
ト
も
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
で
、
き
ち
ん

と
実
力
が
つ
い
て
い
る
か
、
逆
に
心
配
に
。
例
年

と
異
な
り
、
サ
ー
ク
ル
の
情
報
も
、
自
分
か
ら
積

極
的
に
動
か
な
い
と
、
入
っ
て
こ
な
い
で
す
ね
。 

今
大
学
に
求
め
る
も
の
は
、
や
は
り
人
に
会
う

こ
と
で
す
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス

に
行
っ
た
こ
と
が
無
い
の
で
、
施
設
が
使
え
な
く

て
不
便
だ
と
い
う
発
想
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
は
人
と
会
う
場
所
。
人
と
会
っ
て
繋
が
ら
な

い
と
、
始
ま
ら
な
い
で
す
よ
ね
。（
談
） 

 

東日本大震災 

2011年卒 本誌記者（三浦） 

新型コロナ 

2020年卒 S・Y さん 

ロックアウト 

1974年卒 粟野哲也先生 

それでも、キャンパスライフ。 
学生運動、自然災害、感染症……。大学 1 年次

に、例年とは異なる状況に直面した 3 つの学年。

制約の多い日々をどう過ごすか、考えます。 

次
の
四
月
ま
で
を
、
ど
う
有
意
義
に
過
ご
す
か
。
思
い
付
い
た

の
が
専
修
学
校
で
の
中
国
語
会
話
で
す
。
短
期
コ
ー
ス
で
、
中
国

へ
の
転
勤
が
決
ま
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
ら
と
席
を
並
べ
ま
し

た
。
明
校
教
員
に
な
っ
て
か
ら
、
中
国
の
交
換
留
学
生
が
来
て
、

中
国
語
で
歓
迎
の
挨
拶
を
し
た
こ
と
も
。
留
学
生
に
は
あ
ま
り

通
じ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
生
徒
に
は
大
ウ
ケ
で
し
た
（
笑
） 

も
う
一
つ
が
夏
か
ら
始
め
た
家
庭
教
師
。
一
日
で
三
軒
を
こ

な
す
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
教
職
に
就
く
上
で
良
い

経
験
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

私
の
場
合
、
一
年
次
も
半
年
く
ら 

い
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
え
ま
し
た
。 

そ
の
意
味
で
今
の
大
一
は
、
本
当
に 

気
の
毒
で
す
ね
。
た
だ
、
こ
の
期
間 

も
人
生
の
貴
重
な
時
間
の
一
部
。
フ 

ル
ス
ペ
ッ
ク
で
な
く
て
も
、
や
れ
る 

こ
と
を
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

長
年
歴
史
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
言
え
る
の
は
、

ど
ん
な
出
来
事
に
も
始
ま
り
と
終
わ
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

コ
ロ
ナ
に
も
必
ず
終
わ
り
が
来
ま
す
か
ら
。（
談
） 

 

 

友人の理系院生に聞いた

ら、ゼミはオンライン。研究

室での実験は出来たが、登

校時には検温と学生証提示

が必須とのこと。（理系卒） 

私
た
ち
の
学
年
は
、
東
日
本
大

震
災
の
ち
ょ
う
ど
前
日
に
、
高
校

卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。 

明
大
の
入
学
式
（
日
本
武
道
館
）

で
は
、
同
期
の
米
山
将
基
さ
ん
が
、

代
表
と
し
て
宣
誓
を
読
み
上
げ
る

予
定
で
し
た
が
、
結
局
中
止
と
な

り
、
宣
誓
の
文
章
が
、
後
日
手
続
き

書
類
に
同
封
さ
れ
て
き
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。 

授
業
期
間
は
短
縮
さ
れ
ま
し
た

が
、
入
学
し
た
文
学
部
で
は
、
学
問

自
体
が
再
編
さ
れ
て
い
く
過
程
を

目
の
当
た
り
に
。
歴
史
学
や
地
理

学
の
授
業
も
、
災
害
や
自
然
と
い

う
視
点
か
ら
、
大
き
く
組
み
か
え

ら
れ
ま
し
た
。
震
災
の
衝
撃
が
、
進

路
選
択
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、

と
い
う
同
期
も
少
な
く
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

今
の
大
一
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
何
を
考
え
、
何
を
摸
索
し
、
何
を

選
択
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。 

（
担
当
：
三
浦
） 

 
明大政経学部 
経済学科 1年 

外出自粛中でも楽しめるイベントを求めた本誌記者が、

山田・石曽根両氏（1頁目インタビュー参照）を迎え、オン

ライン版「体験型脱出ゲーム」に挑戦。SCRAP「終わらない

学級会からの脱出 リモート授業 ver.」（1 グループ 6 名ま

で）。Zoom、LINE、Googleスプレッドシートの準備が必要だ。 
 

リモート授業のクラスで、「班ごとに卒業試験を受ける」

という設定。先生役から LINEに出題される数々の問題を協

力して解く。制限時間は 60分。あらゆることがヒントにな

るため、見逃せない、聞き逃せない緊張感が続く。 
 

ほぼ初心者の記者たちが、出題の意味もわからず手を止

めている隙に、ゲストの両氏が物凄い勢いで解いていく。

月に 1 回程度「体験型脱出ゲーム」に参加しているという

猛者は、やはり違う。最終問題まで進んだが、惜しくも脱出

失敗。悔しさを噛みしめつつも、ひと夏の思い出となった。 
 

本来はホールなどの会場に赴き体感するゲーム。コロナ

禍からの一刻も早い「脱出」を願いつつ、新たな自粛期間の

楽しみを見出すことができた。（担当：林田・朝倉） 

 

会場・オンライン

とも、1 人 2000～

3000 円程度のもの

が多い。 

最後に、2014年の紫紺祭で、石曽根氏が作成した

問題を掲載する。皆さんも挑戦してみては。 

 

 

からの 

 

解答・解説は、「オトナの『過程』Ｍ（明治中高同
窓会広報誌）」Facebook にて！ 

 

漢字を平仮名に変換して考えるべし！ 
Hint 


